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小
水
力
発
電
と
は
？

水
力
発
電
と
同
様
、
川
や
水
路
を
流

れ
る
水
の
力
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発

電
し
ま
す
。
水
力
発
電
の
う
ち
、
お
お

む
ね
出
力
が
1
，0
0
0
k
w
以
下
の

も
の
を
指
し
ま
す
。

通
常
の
水
力
発
電
と
比
べ
る
と
、
建

設
時
の
自
然
環
境
へ
の
負
荷
や
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
少
な
く
、
ま
た
太
陽

光
や
風
力
発
電
と
異
な
り
、
昼
夜
・
年

間
を
通
し
て
安
定
し
た
発
電
が
で
き
る

た
め
、
設
備
の
利
用
率
が
高
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
さ
ら
に
出
力
変
動
が
少
な

い
た
め
、
系
統
安
定
・
電
力
品
質
に
影

響
を
与
え
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま

す
。

二
川
小
水
力
発
電
の
仕
組
み

こ
れ
ま
で
は
、
二
川
ダ
ム
下
流
域
の

枯
渇
防
止
の
た
め
に
放
流
し
て
い
た
水

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
言
わ
ば
〝
捨
て
ら
れ
て
い
た
資

源
〟
で
す
が
、
二
川
小
水
力
発
電
所
が

出
来
て
か
ら
は
、
左
上
写
真
の
よ
う
な

水
車
を
回
す
こ
と
で
発
電
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

有
田
川
か
ら
の

　
　
新
た
な
恵
み

特
集

平
成
28
年
2
月
末
、
多
目
的
ダ
ム
を
利
用
し
た
全
国
的
に
も
珍
し
い
町
営

の
小
水
力
発
電
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
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発
電
量
は
？

発
電
量
は
ダ
ム
の
水
位
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。
ダ
ム
の
水
位
は
約
20

メ
ー
ト
ル
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
発
電
量
は
１
０
５
k
w
～

１
９
９
k
w
の
間
で
変
化
し
て
お
り
、

年
間
発
電
量
の
見
込
み
は
約
１
２
０
万

k
w
h
で
す
。
一
般
家
庭
に
お
け
る

1
カ
月
間
の
消
費
電
力
に
換
算
す
る

と
、
約
３
０
０
世
帯
分
を
ま
か
な
え
る

計
算
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の「
エ
コ
」で

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

町
民
の
皆
さ
ま
に「
分
け
れ
ば
資
源
、

混
ぜ
れ
ば
た
だ
の
ゴ
ミ
」
を
掲
げ
、
お

願
い
し
て
い
る
家
庭
ご
み
の
分
別
と
減

量
に
よ
っ
て
、
ご
み
処
理
に
係
る
経
費

が
削
減
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
資
源
ご
み
の
徹
底
し
た

分
別
に
よ
っ
て
、
経
費
の
削
減
だ
け
で

な
く
、
収
益
を
得
る
こ
と
も
で
き
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
取
り
組
み
が
今
回
の

小
水
力
発
電
所
の
建
設
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
長
か
ら
町
民
、

ご
関
係
者
の
皆
さ
ま
へ

平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
、
町
営
に
よ
る
小
水
力
発
電
所
が

2
月
末
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

発
電
所
は
、
二
川
ダ
ム
下
流
の
環
境
維

持
の
た
め
に
常
に
放
流
し
て
い
る
毎
秒

0.7
t
の
放
流
水
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
も
の
で
、
発
電
量
は
年
間

約
１
２
０
万
k
w
h
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
発
電
所
建
設
に
あ
た
り
、
ダ
ム

管
理
者
で
あ
る
県
知
事
お
よ
び
担
当
部

署
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
さ
ま
、
関
西
電
力
さ
ま
お
よ

び
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
さ
ま
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
受

け
、完
成
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
発
電
所
建
設
の
資
金
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
ご
み
分
別
、
特
に
資
源
ご
み

の
徹
底
し
た
ご
み
分
別
に
よ
っ
て
、
経

費
の
削
減
が
で
き
た
こ
と
で
捻
出
さ
れ

ま
し
た
。

小
水
力
発
電
所
で
得
た
収
益
は
、
ご

み
減
量
の
た
め
の
機
器
購
入
や
、
太
陽

光
・
太
陽
熱
利
用
設
備
導
入
へ
の
補
助

な
ど
の
ほ
か
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の

教
育
活
動
な
ど
に
充
て
、
住
民
の
皆
さ

ま
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

合
併
10
年
の
節
目
の
年
に
、
有
田
川

か
ら
新
た
な
恵
み
を
授
か
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
ご
み
減
量
や
再
資

源
化
な
ど
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
を
図
り
、
環
境
問
題
先

進
の
町
に
向
け
、
一
層
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発電所の概要
水 車 形 式 横軸フランシス水車
使 用 水 量 毎秒 0.69t
最大有効落差 35.4m
最 大 出 力 199kw
総 事 業 費 286,204 千円
工 事 着 工 平成 26 年 9 月
工 事 完 成 平成 28 年 2 月

小水力発電所内にある水車と発電機。
矢印の方向に水を通すことで発電ができます。
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ま ち の わ だ い

成人の部 A
1 位 あら～く隊
2 位 和歌浦走友会 A
3 位 南端ランナーズ

成人の部 B
1 位 Break the record
2 位 チーム大森山
3 位 東燃ゼネラル A

小学生
女子の部 1 位 Girls mountain

中学生
男子の部

1 位 吉備・金屋連合軍
2 位 金中陸上部 A
3 位 吉備中男子バスケ部 A

中学生
女子の部

1 位 吉備中陸上部女子 B
2 位 吉備中陸上部女子 A
3 位 吉備中女子バスケ A

第 11 回

有田川駅伝大会
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ま ち の わ だ い

2 月 21 日（日）有田川町の代表として、町内の小
中学生たちが出場しました。

代表チームは、和歌山県内 29 市町の中で第 13 位
という成績を残し、有田川町となってからの過去最高
順位タイの結果を出しました。レース前半から入賞 8
位圏内を狙える展開を繰り広げ、有田川町に夢や感動
を与えてくれました。チーム全員、練習から本番まで
本当によく頑張ってくれました。ありがとうございま
した。

今年で 11 回目となる有田川駅伝が 3 月 6 日（日）
開催されました。直前まで雨の予報でしたが、大会中
は天候にも恵まれ、少し汗ばむくらいの陽気。

有田川駅伝は A コース（成人の部）と B コース（成
人の部・中学生の部・小学生の部）に分かれており、
A コースではふれあいの丘スポーツパークからきび
ドームまでの計 35.1㎞を、B コースでは役場吉備庁
舎横手水池西側からオレンジロードを経由してきび
ドームまでの計 7.5㎞を走ります。

成人の部の参加者は A コース・B コース合わせて
80 チーム 436 人が参加、中学生の部・小学生の部で
は 48 チーム 144 人が参加し、町内外から計 580 人
の参加がありました。

今年の成人の部 A の優勝チームは「あら～く隊」！
2 区・3 区・4 区・5 区では区間賞も受賞し、そのチー
ム名のとおり“あらくたい”早さでゴール。その満面
の笑みは、今月号の表紙となっています。

出場チームのタイム、順位などは町ホームページか
らご覧いただけます。

もうひとつの駅伝大会
第15回和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会

１区 山本　輝昴

２区 大西　萌絵

３区 谷口　心音

４区 島田　いろは

５区 上門　義輝

６区 髙垣　愛美

７区 硲田　陽向

８区 藤田　紫恩

９区 田中　桜雅

１０区 上前　真之介

１区 西岡　佑真

２区 奥森　愛梨

３区 篠畑　こころ

４区 里脇　真帆

５区 小谷　颯一朗

６区 上門　一葉

７区 前上　達哉

８区 西馬　つぐみ

９区 平田　咲人

１０区 上前　幸之助

『控え選手』
谷口　達哉 平石　隆翔 芝﨑　万奈実 古田　朱音
木根　勇人 大浦　凪人 西井　彩乃 矢田　有沙

有田川町オープン
チーム（No.16）

有田川町代表チーム
（No.16）
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3 月 12 日（土）、きびドームで「第 10 回有田川町スポー
ツ賞」表彰式が執り行われました。

これは、平成 27 年中にスポーツ活動で優秀な成績を収
めた選手・団体の栄誉をたたえるものです。全国規模の大
会で入賞の成績を挙げた方が受賞するスポーツ賞を中心と
して、今回は 20 人、4 団体が受賞しました。

また、和歌山県教育委員会より、地域におけるスポーツ
の健全な普及および発展に貢献し、スポーツの振興に成果
をあげた 2 団体に対し「地域スポーツ和歌山県教育委員
会感謝状」が贈られました。

有田川町立早月小学校長を務められ、学校施設の整備、児童の学力・
体力の向上に尽力されました。

ま ち の わ だ い

個人の部

スポーツ賞

中西　雅重 少林寺拳法
松元　佐樹 近畿大学附属和歌山高 剣道
鎌田　歩美 日高高 弓道
髙垣　鋭次 智辨学園和歌山高 硬式野球
枠谷　菜々 箕島高 柔道
新界　柊斗 箕島高 ホッケー
松葉　祐太 石垣中 日本拳法

スポーツ
努力賞

栗山　龍馬 箕島高 ホッケー
神原　堅杜 箕島高 ホッケー
山下　　玄 耐久高 バドミントン

中井　理紗子 和歌山信愛高 ソフトテニス
小原　悠生 吉備中 硬式野球
清水　悠斗 吉備中 硬式野球
矢舩　涼也 吉備中 硬式野球
山本　輝昴 吉備中 硬式野球
細田　一輝 石垣中 硬式野球
北村　晟良 箕島中 硬式野球
宮地　悠槻 吉備中 空手

スポーツ
ジュニア賞

生駒　明日紀 田殿小 空手
生駒　歩来 田殿小 空手

地域スポーツ和歌山県
教育委員会感謝状

REGURUS 有田 JFC サッカー
藤並サッカークラブ サッカー

団体の部
スポーツ
努力賞 吉備中学校女子バスケットボール部 バスケットボール

スポーツ
ジュニア賞

藤並少年野球クラブ 学童軟式野球
KIBI- ｊｒクラブ　男子チーム バスケットボール
KIBI- ｊｒクラブ　女子チーム バスケットボール

第 10回有田川町
スポーツ賞表彰

瑞宝双光章受賞
野 明さん（有田市）

個人の部
団体の部　REGURUS 有田 JFC・藤並サッカークラブ

団体の部　吉備中学校女子バスケットボール部
団体の部　　　　　　　　藤並少年野球クラブ

団体の部　KIBI-jr クラブ男子チーム
団体の部　KIBI-jr クラブ女子チーム
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有田川 防災まちづくり vol.4

緊急時の避難情報 ～早めの避難行動を心がけましょう～

問い合わせ／吉備庁舎総務課

　災害の発生が予測される場合や災害発生時に
は、役場から避難情報を発令します。

●避難情報の種類
　避難情報は３つに分かれています。

●避難行動とは？
　「避難行動」とは、自然災害から命を守る行
動のことです。
　安全な避難所へ避難（立ち退き型避難）する
ことだけが避難行動でありません。夜間や浸水
しているような危険な状況下では、頑丈な建物
の２階以上にとどまり、安全を確保（屋内退避
型避難）することも避難行動の一つです。
　今までが大丈夫だったから、今回も安心とは

限りません。緊急情報を入手した時は、早め
の避行動を開始してください。

●有田川防災情報メール
　配信サービス
　有田川町では、Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時
警報システム）にて受信した緊急情報を、早
急に住民の皆さまに伝達するため、「有田川
防災情報メール配信サービス」を開始します。
メール配信を希望される方は、下記方法で受
信設定を行ってください。
※ 有田川防災情報メールで配信される内容
は、エリアメール（docomo）および緊急速
報メール（au、softbank）で国から配信され
る内容と同じ内容のものです。docomo・au・
softbank の携帯をお持ちの方は、二重配信に
なるおそれがあります。
ご理解の上、登録を行ってください。

【伝達内容】
国民保護関連情報、緊急地震速報、
特別警報など

【登録方法】
①ＱＲコードを読み込み、空
メールを送信してください。

（ＱＲコードの読み込みが
で き な い 場 合 は、bousai.
aridagawa-town@raiden2.ktaiwork.jp に 空
メールを送信してください）
②送信完了後、本登録の案内のメールが折り
返し届きます。メールに記載されていＵＲＬ
アドレスをクリックし、本登録を行ってくだ
さい。

避難準備情報

避難勧告

避難指示

弱

強

拘束力

町指定の避難所を開設します。不安
を感じる方や、災害時要援護者など避
難に時間を要する方は早めの避難をし
てください。その他の方は、家族と連絡
を取り、避難準備を開始してください。

災害が発生する危険性が非常に高
まっているため、避難場所へ避難を開
始してください。

人的被害が発生する可能性が非常に高
いため、直ちに避難してください。
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固定資産税13億8,437万円（9.1%）

軽自動車税1億205万円（0.7%）

町民税10億6,671万円（7.0%）

入湯税1,354万円（0.1%）

使用料等※１
5億427万円（3.3%）

地方譲与税等※２
6億5,770万円（4.3%）

繰入金
9億7,239万円（6.4％）

県支出金
13億2,117万円
（8.7%）

自主財源
29.3％

町債
14億3,820万円
（9.5%） 依存財源

70.7％

歳入

ふるさと応援寄附金
2億円（1.3%）

たばこ税2億965万円（1.4%）

国庫支出金
10億1,995万円（6.7%）

地方交付税
63億円
（41.5%）

歳出

補助費等
14億5,713万円
（9.6%）

積立金（2.5%）
3億7,337万円維持補修費（1.2%）

1億7,622万円

義務的経費
43.7％

その他
経費

予備費 2,470万円（0.2%）

議会費 9,983万円（0.7%）

歳出総額
151億9,000万円

労働費 3,800万円（0.2%）
商工費 1億8,936万円（1.2%）

諸支出金 3億7,337万円（2.5%）

消防費　8億1,527万円（5.4%）

民生費
39億7,221万円
（26.1%）

公債費
26億8,098万円
（17.6%）

総務費
19億1,137万円
（12.6%）

農林水産業費
15億6,402万円
（10.3%）

土木費
12億5,290万円
（8.2%）

教育費
11億473万円
（7.3%）

衛生費
11億6,326万円
（7.7%）

予備費（0.2%）
2,470万円

人件費
28億3,259万円
（18.7%）

公債費
26億

8,098万円
（17.6%）

扶助費
11億3,143万円
（7.4%）

普通建設事業費
18億9,895万円
（12.5%）

投資的経費
12.5%物件費

23億7,655万円
（15.6%）

繰出金
22億

3,808千円
（14.7%）

平
成
28
年
度　

予 

算

※一万円未満を四捨五入しているため、各項目を合計したものと一致しない場合があります。

一般会計の性質別内訳 一般会計の目的別内訳

歳入歳出
それぞれ 総額 151億9,000万円

有田川町

（前年度 160 億 9,600 万円）

※1　使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄附金（ふるさと応援寄附金除く）、繰越金、諸収入の計
※2　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式譲渡所得割交付金、地方消費税交付金
　　　ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策交付金の計

平
成
28
年
度　

予 

算

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、対
前
年
度
比
９
億
６
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
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各会計地方債残高（28年度末見込み）
一 般 会 計 220 億 7,314 万 4 千円

（230 億 4,073 万 5 千円 )

簡 易 水 道 事 業 28 億 6,496 万 6 千円
（28 億 3,819 万 1 千円 )

公 共 下 水 道 事 業 80 億 7,250 万 8 千円
（72 億 2,926 万円 )

農 業 集 落 排 水 事 業 １5 億 9,458 万 7 千円
（１7 億 1,166 万 1 千円 )

簡 易 排 水 事 業 560 万 6 千円
（609 万 9 千円 )

浄 化 槽 事 業 3,452 万 3 千円
（3,797 万 4 千円 )

水 道 事 業 6 億 7,457 万 1 千円
（7 億 4,653 万円 )

※（  ）書きは、27 年度末見込残高

◆ 1 人当たりの町税負担額（見込み額）

101,924円※
◆ 1 人当たりに使われるお金（見込み額）

557,656円　
◆ 1 人当たりの地方債残高（28 年度末見込み）

810,351円　
※平成 28 年 1 月 31 日現在の人口
　（27,239 人）で計算しています。

国 民 健 康 保 険 事 業 44 億 406 万 4 千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6 億 8,556 万 7 千円

介 護 保 険 事 業 30 億 9,924 万 8 千円

特別養護老人ホーム等事業 3,212 万円

簡 易 水 道 事 業 8 億 6,731 万 1 千円

公 共 下 水 道 事 業 24 億 2,823 万 3 千円

農 業 集 落 排 水 事 業 2 億 8,654 万 7 千円

簡 易 排 水 事 業 212 万 7 千円

浄 化 槽 事 業 856 万 2 千円

か な や 明 恵 峡 温 泉 事 業 6,929 万 5 千円

水道事業【収益的】

（　収　入　） 4 億 4,150 万 5 千円

（　支　出　） 3 億 8,411 万 9 千円

水道事業【資本的】

（　収　入　） 2 億 3,053 万 8 千円

（　支　出　） 5 億 4,970 万 9 千円

一般会計の予算規模は、前年度の強い農業つくり交付金
事業および保育所整備事業の完了によって、前年度と比較
して9億600万円の減少で151億9,000万円となりました。
主な新規事業は、金屋文化保健センター大規模改修事業
4億 1,350 万円、情報通信基盤整備事業（34 局内）1億
2,500 万円、救助工作車購入事業 9,500 万円、町道植野線
道路改良事業 7,000 万円などです。

○自主財源である町税は、前年度より2,449 万円増の 27
億 7,632万円、繰入金は2億 8,933 万円増の9億 7,239
万円、ふるさと応援寄附金は1億 9,500 万円増の2億円
・軽自動車税の税制改正による増（2,095 万円）

・公共施設整備基金繰入金（2億 1,500 万円）、ふるさと
応援基金繰入金（1億 1,830 万円）の増
○義務的経費は、前年度より9,182万円減の66億 4,500万円
・人件費：職員数の減、共済負担金等の掛け率減少による
減、非常勤職員報酬の減（△ 1億 5,140 万円）
・公債費：地方債借入方法（元金据置期間なしで借入）の
変更によって元金償還額（8,802 万円）の増
○投資的経費は、前年度より12億7,354万円減の18億 9,895万円
・強い農業づくり交付金事業（柑橘選果施設等改修補助金）
（12億円）の減
・保育所整備事業（5億 8,591 万円）の減、金屋文化保健
センター大規模改修（4億 1,350 万円）の増

一般会計1人当たりでは？

主な特別会計予算の状況 平成28年度に実施する主な事業

◎平成28年度当初予算について

事　　業　　名 担当課

金屋文化保健センター大規模改修事業 総 務 課

情 報 通 信 基 盤 整 備 事 業 （34 局内） 総 務 課

長 期 総 合 計 画 策 定 事 業 企画財政課

臨 時 福 祉 給 付 金 給 付 事 業 やすらぎ福祉課

特別養護老人ホームしみず園熱源設備更新事業 長寿支援課

予 防 接 種 事 業 健康推進課

太陽光発電設置事業（防災センター等） 環境衛生課

有 害 鳥 獣 対 策 事 業 産 業 課

町 道 改 良 事 業（ 北 筋 出 線 ほ か ） 建 設 課

救 助 工 作 車 購 入 事 業 消 防 本 部

清 水 図 書 館 移 設 事 業 こども教育課

紀州３人っこ施策（保育料支援）事業 こども教育課

文 化 財・ 文 化 的 景 観 保 存 活 用 事 業 社会教育課

生 石 地 区 簡 易 水 道 整 備 事 業 水 道 課

公 共 下 水 道 整 備 事 業 下 水 道 課
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去る平成28 年2 月26 ～ 28 日、中山正隆町長および町議会議員をはじめ6人の方が、
友好都市である中国江西省貴渓市へ表敬訪問に伺いました。その様子をお伝えします。

貴渓市と有田川町の友好は、平成 15 年（2003

年）、旧清水町の頃に始まり、有田川町となっ

た 2006 年に友好関係の調印を行ってから今

年で 10 年を迎えます。今回の表敬訪問では、

2012 年に調印した貴渓市の貴渓・有田川町友

好桜花園整備に際し、1500 本の桜の苗木を贈

呈しました。

貴渓市と鷹潭市の関係者および地域住民約

200 人が集まった、桜花園の開園式典。貴渓市

人民代表大会常務委員会主任・張福慶（ヂャ

ンフーチン）氏は「友好桜花園の共同建設は、

貴渓市と有田川町とのさらなる友好交流に大き

な役割を果たすと考えています。貴渓市と有田

川町には距離がありますが、私たちの友情はこ

の桜のように花が咲き続けるようになり、私た

ちの共同事業は大きな一歩を歩み、大きな発展

を収めると信じております」と述べられました。

貴渓・有田川町友好桜花園は、約 6 ヘクター

ルの土地に、有田川町からの桜に加え、桜とキ

ンモクセイを 4500 本植栽、計 6000 本が咲き

誇る住民の憩いの場となる予定です。

桜の植栽を行う中山議長ら

中山正隆町長ほか、友好訪問団桜花園記念碑前での撮影

交流懇談会の様子

中山正隆町長、中山進議長ら

中国貴渓市へ表敬訪問
国際
交流
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

もしもリスト
☎

３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

もしもリストってなんだワン？
このリストは、主に有田川町の社会資源（制度・保健・医療・福祉・地域の団体・ボランティア）の有無や詳細

をまとめています。有田川町認知症連携の会を中心に、家族会「ぴありんくる」や、在宅介護支援センターの皆

さまのご協力の元、作成しました。

・みんなが集まっているところへ行って話したいな…

・介護の相談はどこにしたらいい？

・お弁当の配達をしてもらいたい！

などにお答えしているリストです。
「もしもリスト」は包括支援センター窓口で扱って
おり、町ホームページからもダウンロードできます。

中身を一部ご紹介！
　9．筋トレ、運動グループ　

名称 開催場所 日　時

熊井いきいき
百歳体操 熊井公民館 毎週火曜日

13 時 30 分～ 14 時 30 分

憩いの家 老人憩いの家 月 2 回（火曜日）
13 時 30 分～ 15 時

垣倉にこにこ
クラブ 垣倉公民館 毎週水曜日

13 時 30 分～ 15 時

“もしも”3 部作「もしもシート」「もしもノート」

に続く「もしもリスト」。

“もしも”のときに活用していただき、いつま

でも元気で安心して、有田川町に住み続けられ

るための支援を目指します。
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健康みちしるべ

体
を
動
か
す
こ
と
で
健
康
作
り
！

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

す
っ
か
り
春
ら
し
い
暖
か
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
に
も
気
持
ち
の

い
い
季
節
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
こ
と
が

生
活
習
慣
病
や
寝
た
き
り
、
認
知
症
な
ど
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
車
社
会

に
な
り
歩
く
機
会
が
減
る
な
ど
、
私
た
ち
の

運
動
量
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
月
は
体
を
動
か
す
工
夫
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

に
、
ぜ
ひ
体
を
動
か
す
こ
と
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

プ
ラ
ス
・
テ
ン
！

暮
ら
し
の
中
で
「
今
よ
り
1
日
10
分
多

く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
考
え

方
の
こ
と
で
す
。
時
間
が
な
い
、
運
動
が

苦
手
…
そ
ん
な
方
に
お
勧
め
で
す
。

あ
な
た
の
1
日
の
生
活
を
振
り
返
り
、

朝
起
き
た
時
、
通
勤
中
、
職
場
、
昼
休
み

中
、
家
事
の
合
間
な
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

つ
け
て
、
い
つ
も
よ
り
10
分
多
く
体
を
動

か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
な
ら
で
き
そ
う

手
軽
な
実
践
例

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

利
用
を
減
ら
し
、
階
段
を
使
う
。

・
近
場
の
買
い
物
な
ら
歩
い
て
行
く
。

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
を
す
る
。

・
昼
休
み
に
職
場
の
周
り
を
歩
く
。

・
拭
き
掃
除
な
ど
を
こ
ま
め
に
行
う
。

・
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。

・
散
歩
や
ウ
ィ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
む
。

1
日
の
目
標

18
～
64
歳
／
元
気
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

	

目
標
：
1
日
合
計
60
分

65
歳
以
上
／
じ
っ
と
し
て
い
な
い
で
！

	

目
標
：
1
日
合
計
40
分

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
が
含

ま
れ
る
と
効
果
的
で
す
。

（
厚
生
労
働
省
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
身
体
活
動
指
針
か
ら
引
用
）

運
動
時

安
全
の
た
め
に
注
意
す
る
こ
と

・
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
を
し
な
い
。

・
体
を
動
か
す
時
間

は
少
し
ず
つ
増
や

し
て
い
く
。

・
病
気
や
痛
み
の
あ

る
方
は
、
主
治
医

な
ど
に
相
談
し
て

か
ら
行
う
。

・
血
圧
の
高
い
人
は
、

血
圧
を
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
行
う
。

た
っ
た
10
分
さ
れ
ど
10
分

10
分
の
活
動
は
、歩
数
に
す
る
と
約
１
，

０
０
０
歩
、
歩
く
距
離
に
す
る
と
６
０
０

か
ら
７
０
０
m
に
な
り
、
1
年
続
け
る

と
体
重
を
約
2
㎏
減
ら
す
運
動
量
に
相
当

し
ま
す
。

ま
た
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
気
分
転

換
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
、
心
地
よ
い
睡
眠

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
家
族
や
仲
間
と
共

有
し
て
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
楽
し
さ
や

喜
び
が
増
し
楽
し
み
な
が
ら
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
プ
ラ

ス
・
テ
ン
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

子育て支援センターは 4 月から下津野 245‐1（旧きび中央保育
所）に移転し、わくわくドキドキの春を迎えようとしています。

親子で楽しく遊ぶ場、同年代の子どもを持つ親同士の交流の場と
して、子育て支援センターをご利用ください。気軽に遊びに来てね！

子育てワンポイントアドバイス
子どものいいところを見つけ、ほめ上手になりましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

施設整備のため、駐車場などご迷惑をおかけします。
気をつけてお越しください。

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
☎090－7966－1697　52－5474［FAX兼用］
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 月 25日（月）
 8:00～ 8:30	 日物川コミュニティセンター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
 9:30～10:00	 東大谷生活改善センター
	 特定・大腸・胸部・前立腺
4 月 26日（火）
 8:00～ 8:30	 旧北小学校
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
 9:30～10:00	 西ケ峯コミュニティセンター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 月 5日（火）清水保健センター
4 月 6日（水）金屋文化保健センター
※ 5 月の健康相談はお休みです

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 月 14日（木）	19:30～20:30／粟生小学校体育館
	 20:00～21:00 ／きび保健福祉センター
	 リズムウォーキング
4 月 15日（金）	14:00～15:00／きび保健福祉センター
	 体ゆがみ治し体操
4 月 21日（木）	14:00 ～ 15:00 ／清水会館
	 リズムウォーキング
■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 月 4日（月）清水保健センター
4 月 7日（木）金屋文化保健センター
4 月 14日（木）金屋文化保健センター
4 月 21日（木）金屋文化保健センター
4 月 28日（木）金屋文化保健センター
5 月 2日（月）清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 平成 27 年 12 月生まれ
　4月 26日（火）	13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診	 平成 27 年 5 月生まれ
　4月 5日（火）	13:00 ～ 13:15
1 歳 6カ月健診	 平成 26 年 8 月生まれ
　4月 20日（水）	12:45 ～ 13:00
2 歳児健診	 平成 26 年 1 月生まれ
　4月 27日（水）	12:45 ～ 13:00
3 歳 6カ月検診	 平成 24 年 9 月生まれ
　4月 13日（水）	12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

4 月 4日（月）
5月 2日（月）
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

4 月 19日（火）「出席シール帳作り」
■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成28年2月）

区　　分 国民健康保険

加入者数 8,896 人

支払額 3 億 1,818 万円

1 人当たりの医療費 35,766 円

26 年度 1 人当たりの医療費（月） 33,748 円

26 年度 1 人当たりの医療費（年） 404,980 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00 ～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:30～11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増

加につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を

止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう
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カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

厳
し
い
冬
の
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
窓
か
ら

吹
き
抜
け
る
風
に
も
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ

る
季
節
に
な
っ
て
、
桜
が
咲
き
誇
り
花
見

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
屋
内
・
外

で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
場
合

は
、
取
扱
説
明
書
を
必
ず
お
読
み
い
た
だ

く
と
と
も
に
次
の
取
り
扱
い
注
意
事
項
を

遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

●
取
り
扱
い
注
意
事
項

・
電
磁
調
理
器
上
で
使

用
し
な
い
。

・
大
き
な
調
理
器
具
を

使
用
し
な
い
。

・
コ
ン
ロ
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ボ
ン
ベ
を

使
用
す
る
。

・
調
理
以
外
の
用
途
に
使
用
し
な
い
。

・
石
綿
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
付
き
の
魚
焼
き
器

を
使
用
し
な
い
。

・
2
台
以
上
並
べ
て
使
用

し
な
い
。

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
表

示
ど
お
り
正
し
く
セ
ッ

ト
す
る
。

・
ご
と
く
を
外
し
た
ま
ま

使
用
し
な
い
。

・
テ
ン
ト
や
車
内
で
使
用

し
な
い
。

・
廃
棄
の
際
は
ガ
ス
が

残
っ
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
地
域
の
取
り

決
め
に
従
い
廃
棄
す

る
。

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
40
度
以
上
に
な
る

車
内
な
ど
に
置
か
な
い
。

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
火
の
中
に
投
げ
入
れ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
使
用
し
な
い
。

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

の
経
年
劣
化
を
確
認
す
る
。

年
間
約
1
万
９
，０
０
０
人
の
高
齢

者
が
入
浴
中
の
浴
槽
内
で
死
亡
し
て
い

ま
す
。
冬
の
寒
い
時
季
も
終
わ
り
、
事

故
発
生
率
も
低
く
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
気
温
の
変
動
が
大
き
い
こ
の
時

季
、
安
全
対
策
を
確
実
に
し
、
身
体
を

休
め
る
入
浴
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
対
策

●
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

温
度
の
急
激
な
変
化
で
血
圧
が
上
下

に
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
で
失
神
し
、

浴
槽
内
で
溺
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
湯
は
41
度
以
下
で
、
湯
に
つ
か
る

時
間
は
10
分
以
内
を
目
安
に
長
湯
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

の
ぼ
せ
て
ぼ
う
っ
と
す
る
な
ど
の

意
識
障
害
が
起
こ
る
と
、
や
が
て
体

温
は
湯
の
温
度
ま
で
上
昇
し
、
熱
中

症
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

●
浴
槽
か
ら
、
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
入
浴
す
る
前
に
同
居
者
に
一
声
か
け

て
、
見
回
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
転
倒
防
止
に
手
す
り
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

●
体
調
が
悪
い
時
、
お
酒
や
睡
眠
薬
を

飲
ん
だ
後
は
入
浴
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

特
に
高
齢
者
の
場
合
、
食
後
に
血

圧
が
下
が
り
す
ぎ
る
食
後
低
血
圧
に

よ
っ
て
失
神
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
出
浴

浴
槽
で
急
に
立
ち
上
が
る
と
立
ち
く

ら
み
・
失
神
を
起
こ
し
、
浴
槽
内
に
倒

れ
て
溺
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
浴
槽

の
ヘ
リ
に
腰
を
か
け
る
な
ど
し
て
ゆ
っ

く
り
と
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
…

お
風
呂
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
人
や

溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
場
合
は

①
浴
槽
内
か
ら
救
出
し
て
１
１
９
番
に

通
報
。

※
浴
槽
か
ら
救
出
で
き
な
い
場
合
は
お

湯
の
栓
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
を
待
っ
て
い
る
間
に
救
命
処
置
。

※
反
応
が
な
く
呼
吸
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
を
し

て
く
だ
さ
い
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
2
件

救　
　

急
…
…
…
…
2
4
2
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
2
件

（
平
成
28
年
2
月
29
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

昨
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

気
を
つ
け
て
！

　
お
風
呂
の
事
故
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こ ど も 教 育

■きび森の保育所の電話番号が決定しました。
☎ 22-3580　FAX52-2050

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

いろいろな体験活動

伝統芸能の舞いや踊りを体験しました。子
どもたちに分かりやすいコミカルな演目もあ
り、伝統芸能の面白さや楽しさを十分堪能す
ることができました。代表生徒も一緒に踊ら
せてもらい、よい経験ができました。

地域在住の高齢者の方々が講師となり、け
ん玉・お手玉・こま回しなどを体験しました。
子どもたちの「できた！」と喜ぶ声が響き渡り、
地域の方々に優しく見守られる中、世代を越え
て楽しい時間を過ごしました。

清水林業研究会の方々に、森林の働きや林
業の仕事について教えていただきながら、木
材で本立て作りを体験しました。丁寧な指導
のもと、ヒノキの間伐材の板を組み立て、子ど
もたちはとても楽しそうでした。

【阿氐河焼】の陶芸体験を毎年行っています。
地元で唯一窯元を持っている岡田実さんの指
導のもと、お茶碗やお皿などを作成しました。
完成した作品は、白馬祭（文化祭）に出品され
ました。

金屋中学校

西ケ峯小学校

昔の遊び体験 陶芸体験
白馬中学校

文化芸術体験

八幡小学校

緑育推進事業
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新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

JR藤並駅2階
ちいさな駅美術館

～Ponte del Sogno ～

tupera tupera と
ワークショップ

『みんなの街を
つくろう』

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『午後二時の証言者たち』	 天野節子 // 著

『狙撃手のオリンピック』	 遠藤武文 // 著

『あなたの人生、逆転させます』	 小笠原慧 // 著

『よこまち余話』	 木内昇 // 著

『溺れる月』	 新野剛志 // 著

『年下のセンセイ』	 中村航 // 著

『その姿の消し方』	 堀江敏幸 // 著

『6 月 31 日の同窓会』	 真梨幸子 // 著

　くらし　

『新社会人の教科書』	日本サービスマナー協会 // 監修

『発達障害に気づかない母親たち』	星野仁彦 // 著

『スイーツ・バイブル』	 福田淳子 // 著

『羊毛フェルトで作る絵本の主人公』

	 須佐沙知子 // 著

『日本ラグビーの歴史を変えた桜の戦士たち』

	 ラグビーW杯2015日本代表全31名 // 著

『広告チラシでつくる世界の飾り小物』

	 あおきいくこ // 著
　健　康　

『ここまで進んだ心の病気のクスリ』
	 久保田正春 // 著

『依存症の科学』	 岡本卓・和田秀樹 // 著

『家族ががんになりました』	 大西秀樹 // 著

『からだにやさしい腰痛克服法』	駒形正志 // 著

『図解手足のしびれをスッキリ解消させる！
最新治療と予防法』	 平林洌 // 監修

児 童 書
『みんがらばー！はしれはまかぜ』

	 しろぺこり // 著

『アカンやん、ヤカンまん』	 村上しいこ // 著

『世界一のランナー』	エリザベス・レアード // 作

『歴史を味方にしよう』	 童門冬二 // 著

『マンガがあるじゃないか』	河出書房新社 // 編

「パンダ銭湯」原画展
4/2（火）～4/30（木）
※4/14（木）は臨時休館
※最終日は15時で終了

4/23（土）　13時～16時
●対象／どなたでもご参加い
ただけます

●定員／ 60人（定員になり
次第受け付け終了）

●申込受付場所／地域交流セ
ンター ALEC（電話でも受
け付けます）

おはなしマラソン
9日（土）　金屋図書館　10：00～ 10：30

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：2～4歳の親子対象
21日（木）	 金屋図書館　10：00～ 11：00
プログラム／さかなを釣ったら…こいのぼりっ !?

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：0～2歳児対象
12日（火）	 金屋図書館　10：00～ 11：00
プログラム／わらべうたって？

4 月の
イベント

４月の移動図
書館の運行は
ありません
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2
月
27
日
（
土
）、清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
大
阪
国
際
大
学
准
教
授
谷
口
真
由
美

先
生
の
「
憲
法
に
関
す
る
話
」
を
聞
き
ま

し
た
。

日
本
国
憲
法
が
頂
点
に
あ
り
、
そ
の
下

に
、国
際
法
、一
般
法（
民
法
・
商
法
な
ど
）、

地
方
自
治
法
、
規
則
な
ど
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

状
に
な
っ
て
お
り
、
上
ほ
ど
効
力
が
強
い

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
聞
い
て
ほ
し
い
と

前
置
き
し
て
話
さ
れ
た
。
民
法
に
お
い
て

離
婚
後
6
カ
月
は
女
性
が
再
婚
で
き
な
い

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
男
性
と
女
性
で
差
を

つ
け
て
い
る
。

夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
は
、
若
い
人
に
賛

成
が
多
い
が
、
60
歳
以
上
は
反
対
が
多
い

と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。
法
的
に
夫
婦

同
姓
は
日
本
だ
け
。
個
人
の
生
き
方
を

縛
っ
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
考
え
て
み
よ

う
と
話
さ
れ
た
。

憲
法
12
条
で
、
国
民
が
す
べ
き
こ
と

は
、
自
由
と
権
利
を
守
る
た
め
に
不
断

の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ

る
。
98
条
に
は
、
最
高
法
規
で
あ
る
こ

と
が
、
99
条
に
は
、
憲
法
を
守
る
の
は

誰
か
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
に
言
及
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
と
こ
ろ
改
憲
と
か
護
憲
と

か
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
国
の
最
高
法
規

で
あ
る
憲
法
を
読
ん
で
か
ら
言
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
今
一
度
読
ん
で
み
て
か
ら

議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

憲
法
の
前
文
を
読
む
と
き
「
日
本
国
民

は
」
を
「
私
は
」
に
置
き
換
え
て
読
ん
で

み
る
読
み
方
も
で
き
る
。
ま
ず
読
ん
で
か

ら
、
話
し
合
い
を
し
て
理
解
を
深
め
て
い

こ
う
。
そ
の
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ス
に
注
目

す
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
お
こ
う
。
一
人
一
人
が
、
そ
う
い
う
勉

強
を
日
々
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
主
張
さ
れ
た
。

「
ま
ず
、
憲
法
を
読
ん
で
か
ら
～
」
と

再
三
言
わ
れ
た
の
が
頭
に
残
り
、
図
書
室

か
ら
憲
法
の
本
を
借
り
て
き
て
、
改
め
て

読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

憲
法
は
、
前
文
と
11
章
1
0
3
条
か

ら
成
っ
て
い
る
。

国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平

和
主
義
を
柱
に
し
て
い
る
憲
法
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
69
年
に
な
る
昨
今
、
国
会
で
議
論

さ
れ
世
間
で
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

自
分
自
身
が
憲
法
に
向
き
合
う
た
め
、

メ
デ
ィ
ア
の
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る

情
報
を
受
け
止
め
、
研
修
の
機
会
を
と
ら

え
て
学
び
、
本
も
読
み
、
意
見
交
換
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
村　

昌
嗣

参
加
者
の
声

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
テ
キ
パ
キ
と
歯
切
れ
の
い
い
語
り
で
、

と
て
も
グ
イ
グ
イ
と
話
の
中
に
引
き
込
ま

れ
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
知
ら
な

い
と
い
う
こ
と
の
怖
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
勉
強
す
る
と
い
う
大
切
さ
、

と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

60
代　

女
性

●
女
性
の
弱
点
を
厳
し
く
突
か
れ
ま
し

た
。
今
の
時
代
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
す
べ
き

時
、
そ
の
ア
ン
テ
ナ
が
種
に
国
家
の
力
で

妨
害
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
大
変
怖
い
こ
と
で
す
。

70
代　

女
性

●
表
面
的
な
人
権
で
は
な
く
深
い
と
こ
ろ

で
人
権
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

60
代　

女
性

●
人
間
と
し
て
（
男
性
）
女
性
と
し
て
自

生
す
る
た
め
に
は
「
私
は
」
と
主
体
的
に

学
び
、
善
し
悪
し
を
判
断
し
て
い
く
努
力

が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
甘
え
て
い
て
は
幸

せ
を
守
れ
な
い
。

60
代　

女
性

●
私
は
、
立
派
な
和
歌
山
の
お
ば
ち
ゃ
ん

で
す
。（
お
節
介
な
・
お
し
ゃ
べ
り
な
）

今
回
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
自

分
自
身
を
も
っ
と
み
が
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

60
代　

女
性

●
先
生
の
よ
う
に
学
習
し
き
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
私
の
根
底
を
流
れ
て
い
た
思
い
が

す
っ
き
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
動
い
た
し

ま
し
た
。
お
ば
ち
ゃ
ん
が
か
し
こ
く
本
当

に
素
敵
に
生
き
る
世
の
中
が
平
和
な
国
・

国
民
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
頑

張
り
ま
す
。

60
代
女
性

人
権
だ
よ
り
　
124

谷
口
真
由
美
氏
の
講
演
を
聴
い
て

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

人
権
講
演
会

「
お
ば
ち
ゃ
ん
力
で
戦
争
止
め
る

～
う
ち
の
子
も
　
よ
そ
の
子
も
、

戦
争
に
は
出
さ
ん
～
」
を
聴
い
て
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

犬
の
飼
い
主
（
所
有
者
）
は
、
法
律
に

よ
り
生
涯
1
回
の
犬
の
登
録
と
、
毎
年
1

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
（
生
後
3
カ
月
以

上
の
犬
）
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
、
4
月
11
日
～
15
日
、

20
日
～
22
日
の
8
日
間
、
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
予
定
時
間
や
注

射
場
所
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
広
報
あ
り
だ

が
わ
3
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ

の
場
所
で
も
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
登
録
も
で
き
ま
す
の
で
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
に
噛
ま
れ
た
と

い
う
被
害
や
、
糞
の
放
置
な
ど
で
近
隣
・

地
主
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん
。

放
し
飼
い
、
鳴
き
声
な
ど
の
騒
音
、
糞

尿
の
放
置
、
迷
い
犬
な
ど
、
犬
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
は
全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り

ま
す
。
犬
は
首
輪
を
し
て
、
つ
な
い
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
歩
中
に
犬
が
し

た
糞
は
、
飼
い
主
の
責
任
に
お
い
て
適
正

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
家
族

の
一
員
と
し
て
愛
情
と
し
つ
け
が
必
要
で

す
。犬
の
性
格
を
よ
く
知
り
、愛
情
を
持
っ

て
き
ち
ん
と
し
た
し
つ
け
を
し
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

有
田
川
町
で
は
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

に
取
り
組
み
始
め
て
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
も
当
初
は
吉
備
、
金
屋
、

清
水
役
場
庁
舎
の
3
個
で
し
た
が
、
そ
の

後
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ア
レ
ッ
ク

に
も
設
置
し
、
合
計
5
個
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ま
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
が

高
い
こ
と
か
ら
た
く
さ
ん
の
小
型
家
電
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
回
収
さ
れ
た

小
型
家
電
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

限
り
あ
る
地
球
資
源
の
有
効
利
用
の
た

め
、
今
後
も
引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
収
で
き
る
も
の
は
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
も
の
に
限
り
ま
す

●
一
般
家
庭
で
使
う
も
の
で
電
源
が
必
要

な
も
の
（
電
池
駆
動
を
含
む
）。
な
お
、

コ
ー
ド
類
も
可
。

●
投
入
口
よ
り
小
さ
い
も
の
（
高
さ
15
㎝

×
幅
30
㎝
×
奥
行
き
40
㎝
）。

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
4
品
目
（
テ
レ

ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
な

ど
）
で
は
な
い
も
の
。

※
P
C
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
で
き

る
も
の
に
限
り
、
回
収
可
能
で
す
。

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

利
用
時
の
ポ
イ
ン
ト

・
記
憶
装
置
が
あ
る
機
器
は
各
自
の
責
任

で
デ
ー
タ
を
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
度
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
入
す
る
と
返

却
で
き
ま
せ
ん
。

・
乾
電
池
、
空
き
缶
、
そ
の
他
の
ゴ
ミ
は

絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●注射料／ 3,190 円
　（1 頭につき）
※おつりのいらないよ

うにお願いします。
●登録料／ 3,000 円
　（1 頭につき）
※登録料は生涯 1 回です。
※登録を済ませている

犬は注射料のみにな
ります。

飼
い
主
は
責
任
を
も
っ
て

小
型
家
電
の
収
集
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小型家電収集実績（平成 27 年 2 月〜平成 28 年 1 月）

中品位品 高品位品 PC など 携帯電話など

重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数

760.0 ― 29.40 ― 224.74 52 8.60 83

携帯電話など／携帯電話・PHS・スマートフォンなど
PC など／デスクトップ（本体）・ラップトップ・タブレットなど
高品位品／デジカメ・ビデオカメラ・電子辞書（手帳）・ゲーム機（携帯・据置）など
中品位品／上記以外の家庭用小型家電（アダプタ・コード・リモコンなどを含む）など
対象外／電気毛布・スピーカ・業務用機器など

首輪

糞の処理
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 28 年 2 月 29 日現在）

人口 27,242 人

男 12,820 人

女 14,422 人

10,432 世帯

交通事故発生件数
（2月中、物損含む）

有田川町 41 件
死者 0 人　負傷 5 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
4
月
28
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

 

子
育
て

◆
◆
◆

児
童
手
当
の
支
給

出
生
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
（
15
歳
に

達
し
た
後
、
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
な
ど
は

除
く
）
の
方
は
所
属
庁
か
ら
の
支
給
に
な

り
ま
す
。

児
童
手
当
は
、
原
則
申
請
し
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
事

由
発
生
日
（
お
子
さ
ん
の
出
生
日
な
ど

の
、
支
給
理
由
の
発
生
日
）
の
翌
日
か

ら
数
え
て
15
日
以
内
の
申
請
で
あ
れ
ば
、

翌
月
の
申
請
で
あ
っ
て
も
事
由
発
生
月

に
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分
の
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

・
請
求
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
番
号

が
分
か
る
も
の

・
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

・
請
求
者
の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）

※
対
象
者
の
み
次
の
書
類
も
添
付
し
て
く

だ
さ
い

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
【
前
年
分
】

（
他
市
町
村
よ
り
転
入
し
て
来
ら
れ
た

場
合
）

・
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
省
略
の
な

い
住
民
票
（
対
象
児
童
が
町
外
に
住
所

を
有
す
る
場
合
）

・
そ
の
他
、支
給
理
由
や
状
況
に
応
じ
て
、

必
要
な
書
類

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

育
児
用
品
の
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

有
田
川
町
で
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
に
、
育
児
に
必
要
な
用
品
の
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
品
目
／
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

※
お
子
さ
ま
1
人
に
つ
き
、
対
象
品
目
の

う
ち
い
ず
れ
か
1
品
に
つ
き
1
回
限
り

●
対
象
者
／
購
入
時
お
よ
び
申
請
時
に
有

田
川
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
、
6
歳
未

満
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

●
助
成
額
／
購
入
し
た
費
用
の
半
額
（
上

限
1
万
円
）

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
名
義
の
銀
行
口
座
の
写
し
な
ど

・
領
収
書
（
申
請
者
氏
名
、購
入
商
品
名
、

金
額
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

※
宛
名
が
苗
字
の
み
の
領
収
書
、
レ
シ
ー

ト
タ
イ
プ
の
領
収
書
は
不
可

・
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
助
成
申
請
時
の
み
必
要
）

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

所得制限限度額は
扶養家族などの数によって決まります
扶養親族などの数 所得制限限度額 収入額の目安

0 人 622 万円 833.3 万円
1 人 660 万円 875.6 万円
2 人 698 万円 917.8 万円
3 人 736 万円 960 万円
4 人 774 万円 1002.1 万円
5 人 812 万円 1042.1 万円

支給月額
支給要件（所得・児童の年齢） 支給月額

（平成 24 年 6 月～）

所得制限
限度額未満

0 歳～ 3 歳未満（一律） 15,000 円
3 歳以上小学校修了前
（第 1 子・第 2 子） 10,000 円

3 歳以上小学校修了前
（第 3 子以降） 15,000 円

中学生（一律） 10,000 円
所得制限限度額以上（一律） 5,000 円
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

貸
し
出
し
ま
す

有
田
川
町
で
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ま
た
は

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
在
庫
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
在

庫
が
あ
る
時
の
み
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者
／
6
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
、

有
田
川
町
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者

●
注
意
事
項
／
返
却
時
に
は
、
次
に
借
り

ら
れ
る
方
が
気
持
ち
良
く
使
用
で
き
る

よ
う
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
清
掃
を
し
、

今
後
の
使
用
お
よ
び
衛
生
上
問
題
の
な

い
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

第
3
子
以
降
出
産
祝
い
金

有
田
川
町
で
は
子
育
て
の
支
援
と
町
へ

の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
、
第
3
子
以

降
の
子
を
出
産
し
た
こ
と
に
対
し
て
出
産

祝
い
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

こ
の
制
度
は
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
（
母
親
）
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
第
3
子
の
出
産
前
お
よ
び
出
産
後
そ
れ

ぞ
れ
1
年
以
上
の
間
、
有
田
川
町
に
住

民
票
が
あ
り
、実
際
に
居
住
し
て
お
り
、

今
後
も
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

②
基
準
日
（
第
3
子
出
生
日
の
1
年
後
）

に
3
人
以
上
の
子
を
養
育
し
て
い
る
こ
と

（
第
1
子
お
よ
び
第
2
子
が
実
子
で
は
な

く
、
夫
の
連
れ
子
な
ど
で
あ
る
場
合
は

養
子
縁
組
を
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
）。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
、
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

●
支
給
額
／
25
万
円

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
、
死
亡

な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
（
18
歳
の
誕
生
日
以
降
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま
た
は
、

20
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
者
）
が
育

成
さ
れ
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
必
要
書
類

を
添
え
て
申
請
が
必
要
で
す
。

●
支
給
額

・
全
部
支
給
／
4
万
2
，3
3
0
円

・
一
部
支
給
／
9
，9
9
0
円

　
　
　
　
　
　

～
4
万
2
，3
2
0
円

・
2
人
目
／
5
，0
0
0
円

・
3
人
目
以
降
、
1
人
に
つ
き

　

3
，0
0
0
円
を
加
算

※
全
部
支
給
額
・
一
部
支
給
額
に
つ
い
て
、

「
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶
養
手

当
の
額
等
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法

律
」
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
28
年
度
か
ら
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

①
児
童
や
父
（
母
）
な
ど
が
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
を
里
親
に
委
託
、
ま
た
は
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

③
父
（
母
）
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
（
婚
姻
の

届
け
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
の
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
時
を
含
む
）。

④
請
求
者
が
父
（
母
）
の
場
合
、
児
童
が

母
（
父
）
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と

き（
父（
母
）障
害
該
当
の
場
合
を
除
く
）。

⑤
児
童
が
、
障
害
を
有
す
る
父
（
母
）
に
支
給

さ
れ
て
い
る
公
的
年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ

て
い
る
と
き
。
た
だ
し
、
両
親
の
一
方
が
児

童
扶
養
手
当
法
施
行
令
で
定
め
る
障
害
に

あ
る
こ
と
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
障
害
基
礎
年
金
の

子
の
加
算
と
の
受
給
変
更
が
可
能
で
す
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

福 

祉

◆
◆
◆

平
成
28
年
度
有
田
川
町

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

有
田
川
町
で
は
町
内
在
住
の
重
度
障
害

者
の
方
々
に
対
し
、
社
会
参
加
と
福
祉
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
「
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
助
成
制
度
」を
設
け
て
い
ま
す
。

助
成
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
（
年
間
最
大
24

枚
）
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー
の

基
本
料
金
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

有
田
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級

②
療
育
手
帳
A
1
・
A
2

③
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
1
級

※
場
合
に
よ
っ
て
は
助
成
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
交
付
枚
数
／
年
間
24
枚

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

有
田
交
通
・
有
鉄
観
光
タ
ク
シ
ー
・
末

広
タ
ク
シ
ー（
株
）・
わ
か
ば
の
郷
・
つ
ば

め
介
護
タ
ク
シ
ー
・
ま
ご
こ
ろ
ラ
ン
ド
・

介
護
タ
ク
シ
ー
太
陽
・
南
交
通
株
式
会
社
・

中
紀
河
南
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

●
利
用
で
き
る
期
間
／
平
成
28
年
4
月
1

日
～
平
成
29
年
3
月
31
日

●
申
請
に
必
要
な
物
／
対
象
と
な
る
障
害

者
手
帳
・
印
鑑

●
申
請
受
付
窓
口
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ

福
祉
課
・
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
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ご
存
知
で
す
か
？
こ
の
手
当

手
当
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
い
ず
れ
の
手
当
も
、
所
得
に
よ
る
支

給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
度
の
各
種
手
当
額
が

「
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶
養
手

当
の
額
等
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
改
正
に
伴
い
、変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

児
童
（
20
歳
未
満
で
身
体
・
知
的
・
精

神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
も
し
く
は
長
期

に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
症
状
に
あ

る
者
）
の
監
護
、
養
育
し
て
い
る
父
母
な

ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額

・
1
級
／
5
万
1
，5
0
0
円

・
2
級
／
3
万
4
，3
0
0
円

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
と
き

【
特
別
障
害
者
手
当
】

20
歳
以
上
で
、
身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神

に
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額
／
2
万
6
，8
3
0
円

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
病
院
に
3
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と
き

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

20
歳
未
満
で
、
身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神

に
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額
／
1
万
4
，6
0
0
円

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

【
す
で
に
手
当
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ
】

す
で
に
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ

の
手
当
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出

を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
届
け
出

を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
手
当
の
支
給

が
遅
れ
た
り
、受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

手
当
を
返
し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
例

・
障
害
程
度
に
変
動
が
あ
っ
た
と
き

・
住
所
を
変
更
し
た
と
き

・
所
得
更
正
さ
れ
た
と
き

・
所
得
の
高
い
扶
養
義
務
者
と
生
計
を
と

も
に
、ま
た
は
、別
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
！

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
の
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い

低
所
得
の
高
齢
者
の
方
を
支
援
、
所
得
全

体
の
底
上
げ
な
ど
を
図
る
た
め
、「
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
支

給
し
ま
す
。

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
4
月

上
旬
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
支

給
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
支
給
対
象
者

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
と
な
る
方
（
昭
和
27
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
平
成
27
年
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成

27
年
度
町
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税

の
方
に
6
，
0
0
0
円
を
支
給
し
ま
し

た（
受
け
付
け
は
既
に
終
了
）。
た
だ
し
、

ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ

れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

●
支
給
額

支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
、
3
万
円

●
受
付
期
間

4
月
11
日
（
月
）
～
7
月
12
日
（
火
）

8
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
の
う
ち
、
次

の
日
程
に
つ
い
て
は
吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁

舎
・
清
水
行
政
局
で
受
け
付
け
ま
す
。

5
月
14
日（
土
）、
5
月
15
日（
日
）、

6
月
11
日（
土
）、
6
月
12
日（
日
）、

7
月
9
日（
土
）、
7
月
10
日（
日
）

●
申
請
受
け
付
け
場
所

吉
備
庁
舎
（
住
民
課
）・
金
屋
庁
舎
（
や

す
ら
ぎ
福
祉
課
）・
清
水
行
政
局
（
住
民

福
祉
室
）・
各
出
張
所

※
郵
送
で
の
申
請
も
可
能
で
す
。
必
要
書

類
を
ご
確
認
の
上
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
／
必
ず
受
付
期
間
中
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
期
間
中
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受

け
付
け
開
始
当
初
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
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老
人
日
常
生
活
用
具
の

給
付
制
度

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
で
、
心
身
機
能
の
低
下
に
よ

り
次
の
用
具
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
を

対
象
に
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

給
付
に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
用
具
と
基
準
額

・
火
災
報
知
器
（
取
り
付
け
費
は
除
く
）

／
4
，0
0
0
円

・
電
磁
調
理
器
（
卓
上
式
の
も
の
）
／

2
万
円

・
自
動
消
火
器
／
3
万
9
0
0
円

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

事
業
の
ご
紹
介

●
高
齢
者
福
祉
通
院
外
出
事
業

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
介
護
保
険
の

認
定
（
要
介
護
1
以
上
）
を
受
け
ら
れ
て

い
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
車
椅

子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
を
使
用
し
な

け
れ
ば
移
動
が
困
難
な
方
に
、
医
療
機
関

へ
の
通
院
の
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

こ
の
支
援
を
受
け
る
に
は
、
町
に
申
請

し
「
外
出
事
業
利
用
者
証
」
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
に

は
利
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

●
高
齢
者
介
護
手
当
支
援
事
業

町
内
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
65
歳
以
上

の
方
で
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
3
・
4
・
5
と
認
定
さ
れ
た
方
（
特
別

障
害
者
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
除
く
）
を
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
介
護
者
（
町
内
に
住
所
を
有
す
る
）

に
対
し
て
、
月
2
，0
0
0
円
の
手
当
て

を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

な
お
、こ
の
事
業
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

●
老
人
紙
お
む
つ
支
給
事
業

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
1
以

上
と
認
定
さ
れ
、常
時
失
禁
状
態
の
方
で
、

在
宅
で
介
護
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
に
紙

お
む
つ
購
入
費
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
に
は
申
請
が
必
要
で
、
支
給

要
件
（
所
得
要
件
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど

あ
ん
し
ん
シ
ス
テ
ム

（
緊
急
通
報
装
置
）
貸
与

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重

度
身
体
障
害
者
の
方
、
ま
た
は
ひ
と
り
暮

ら
し
の
突
発
的
な
症
状
で
生
命
に
危
険
の

あ
る
持
病
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
緊

急
通
報
装
置
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
町
内
の
同
一
区
域
内
に
子
ど
も
が

居
住
し
て
い
る
場
合
は
、貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

●
貸
与
費
用

・
設
置
工
事
費
／
1
，5
3
4
円
（
設
置

時
）

・
電
池
代
／
4
0
0
円
（
2
年
に
1
回
）

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

（
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
支
援
・
要

介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
は
除
く
）な
ど
で
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
を
対
象
に
、

有
田
川
町
公
共
施
設
で
、
娯
楽
・
機
能
訓

練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
は
利
用
料
が
必
要

で
す
。

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
の
方
に
は
、
5
月
下
旬
に
受
診
券

を
直
接
お
送
り
し
ま
す
（
受
診
券
発
行
の

申
し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
検
査
項
目

・
基
本
項
目
／
問
診
、計
測
（
身
長
、体
重
、

B
M
I
）、
血
圧
測
定
、
診
察
、
血
液
検

査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
代
謝
）、
検
尿

・
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
へ
の
追
加

項
目
／
貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼

底
検
査

●
実
施
期
間
／
6
月
1
日
～
平
成
29
年
2

月
28
日

●
自
己
負
担
／
6
0
0
円

※
有
田
川
町
で
は
、
申
請
に
よ
り
自
己
負

担
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
に
は
領
収
書
・
印
鑑
・
振
込
先
が

必
要
で
、
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
金
屋
庁
舎

健
康
推
進
課
・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
金

屋
庁
舎
健
康
推
進
課
ま
で
）

●
持
ち
物
／
保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票

（
問
診
票
）

●
実
施
場
所
／
受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

●
そ
の
他

・
す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
定
期
的
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
7
3
‐
4
2
8
‐
6
6
8
8
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生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

社
会
適
応
が
困
難
な
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の

虚
弱
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
）
の
方
を
訪
問

し
、
日
常
生
活
、
家
事
お
よ
び
対
人
関
係
の
構

築
に
対
す
る
支
援
・
指
導
を
行
う
事
業
で
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
よ

う
な
支
援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
、

ま
た
は
町
内
の
同
一
区
域
内
に
子
ど
も
が

居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
本
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の

事
業
に
は
利
用
料
が
必
要
で
す
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

保 

険

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
改
定

こ
の
度
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
の
少
な
い
方
な
ど
に
は
、
今

ま
で
ど
お
り
、
均
等
割
額
、
所
得
割
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、均
等
割
額
2
割・

5
割
軽
減
の
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
方
々
へ
の
保
険
料
の
通
知

は
、
所
得
な
ど
に
よ
る
軽
減
計
算
を
し
た

後
に
7
月
頃
、
役
場
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

●
保
険
料
率
（
年
額
）

平
成
28
・
29
年
度

均
等
割
額
／
4
万
4
，1
7
7
円

所
得
割
率
／
8
．93
％

※
参
考　

平
成
26
・
27
年
度

均
等
割
額　

4
万
4
，7
3
0
円

所
得
割
率
／
8
．55
％

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
0
7
3
‐
4
2
8
‐
6
6
8
8

吉
備
庁
舎
住
民
課募 

集

◆
◆
◆

住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
・

耐
震
改
修
（
建
て
替
え
に
も
適

用
）
の
補
助
希
望
者
募
集

住
宅
の
耐
震
化
促
進
の
た
め
、
ま
た
地

震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

『
住
宅
耐
震
診
断
』『
住
宅
耐
震
設
計
』『
住

宅
耐
震
改
修
（
建
て
替
え
を
含
む
）』
の

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
受
け
付
け
期
間
／
い
ず
れ
の
申
請
も

　

4
月
1
日
（
金
）
～
4
月
28
日
（
木
）

※
平
日
9
時
～
17
時

※
期
間
内
に
募
集
件
数
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
期
間
内
に
募
集
件
数
に
満
た
な
か
っ
た
場
合

は
、定
数
ま
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

※
着
工
後
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

町
の
事
業
で
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
耐
震

診
断
や
補
強
工
事
に
関
す
る
勧
誘
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

住
宅
無
料
点
検
・
補
強
工
事
を
強
要
す

る
悪
質
業
者
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
耐
震
診
断
事
業
】

●
木
造
住
宅
／
診
断
費
用
を
国
・
県
・
町
の
負

担
に
よ
り
、
無
料
で
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
非
木
造
住
宅
／
診
断
費
用
を
国
・
県
・

町
が
3
分
の
2
補
助
し
ま
す
（
上
限
額

8
万
9
，0
0
0
円
）。

●
補
助
対
象
住
宅

・
有
田
川
町
内
に
あ
る
民
間
の
も
の

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
専
用
住

宅
・
併
用
住
宅
・
長
屋
・
共
同
住
宅
で
、
在
来
工

法
（
軸
組
み
工
法
・
伝
統
的
工
法
）
で
あ
る
こ
と

・
地
上
2
階
以
下
で
、
延
べ
面
積

2
0
0
㎡
以
下
の
も
の

●
募
集
件
数
／
有
田
川
町
内
で
30
件

【
耐
震
設
計
補
助
（
建
て
替
え
を
含
む
）】

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
い
場

合
に
は
、
耐
震
設
計
（
現
地
建
て
替
え
設

計
を
含
む
）
を
行
う
も
の
に
対
し
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

●
木
造
住
宅
／
1.0
未
満
（
避
難
重
視
型
は

0.7
未
満
）

●
非
木
造
住
宅
／
I
s
値
0.6
未
満
ま
た

は
q
値
1.0
未
満

●
補
助
額
／
耐
震
設
計
費
の
3
分
の
2
以

内
（
上
限
額
13
万
2
，0
0
0
円
）

●
募
集
件
数
／
有
田
川
町
内
で
3
件

【
耐
震
改
修
補
助
（
建
て
替
え
を
含
む
）】

耐
震
診
断
の
結
果
耐
震
性
が
低
い
場
合

に
は
、
耐
震
改
修
（
現
地
建
て
替
え
を
含

む
）
を
行
う
も
の
に
対
し
、
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

●
木
造
住
宅
／
評
点
が
1.0
未
満
の
木
造
住

宅
で
、
評
点
を
1.0
以
上
と
す
る
耐
震
改

修
工
事
（
避
難
重
視
型
は
評
点
が
0.7
未

満
の
木
造
住
宅
で
、
評
点
を
0.7
以
上
1.0

未
満
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
）

●
非
木
造
住
宅
／
I
s
値
0.6
未
満
ま
た

は
q
値
1.0
未
満
の
非
木
造
住
宅
で
、

I
s
値
0.6
以
上
か
つ
q
値
1.0
以
上
と

す
る
耐
震
改
修
工
事

●
補
助
額
／
改
修
工
事
費
の
3
分
の
2

（
上
限
額
60
万
円
）
＋
国
費

11.5
％
（
上

限
額
41
万
1
，0
0
0
円
）
以
内
の
額

●
募
集
件
数
／
有
田
川
町
内
で
3
件

【
耐
震
ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
】

●
補
助
対
象
／
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点

が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に

居
住
す
る
世
帯

●
補
助
額
／
補
助
率
3
分
の
2
以
内
（
上

限
額
26
万
6
，0
0
0
円
）

●
募
集
件
数
／
有
田
川
町
内
で
1
件

問
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設

環
境
室
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君
も
国
際
人
に
！
！

有
田
川
町
中
学
生
海
外
研
修

参
加
者
募
集

●
参
加
資
格
／
中
学
2
・
3
年
生
（
町
内

在
住
も
し
く
は
在
学
）

●
募
集
定
員
／
30
人
（
選
考
）

●
研
修
先
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ノ
ー
ザ

ン
テ
リ
ト
リ
ー
準
州
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
・

パ
ー
マ
ス
ト
ン
市

●
研
修
期
間
／
8
月
6
日（
土
）
～
22
日

（
日
）
17
日
間
（
現
地
15
日
間
）（
予
定
）

●
参
加
負
担
金
／
10
万
円

●
申
込
受
付
期
間
／
4
月
7
日（
木
）
～

　

5
月
9
日（
月
）
8
時
30
分
～
17
時
15
分

●
申
込
書
配
付
場
所
／
社
会
教
育
課
お
よ

び
社
会
教
育
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

※
町
内
の
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
方
は
、
希

望
者
に
学
校
で
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

●
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

・
対
象
／
保
護
者
の
方
や
、
町
外
中
学
校

に
通
わ
れ
て
い
る
生
徒
・
保
護
者
の
方

・
開
催
日
時
／
4
月
27
日（
水
）
19
時
30
分
～

・
開
催
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

2
階
文
化
ホ
ー
ル

問
■申
金
屋
庁
舎
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
一
般
幹
部
生
募
集

●
募
集
種
目
／
一
般
幹
部
候
補
生

●
受
付
期
間
／
3
月
1
日（
火
）～
5
月
6
日（
金
）

●
応
募
資
格
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見

込
含
む
）、修
士
課
程
修
了
者
な
ど
（
見

込
含
む
）
は
28
歳
未
満

問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所

☎
8
2
‐
6
6
3
1

☎
0
7
0
‐
6
5
8
9
‐
0
3
2
6

メ
ー
ル
／recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

国
税
職
員
募
集

平
成
28
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

●
受
験
資
格

1　

昭
和
61
年
4
月
2
日
～
平
成
7
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
者

2　

平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
あ
げ
る
者

（
1
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
29
年

3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
2
）
人
事
院
が
⑴
に
あ
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
受
付
期
間
／
4
月
1
日（
金
）
～

4
月
13
日（
水
）

※
期
間
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日

・
第
一
次
試
験
／
5
月
29
日（
日
）

・
第
二
次
試
験
／
7
月
12
日（
火
）～
20
日（
水
）

●
そ
の
他
／
採
用
に
関
す
る
情
報
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の「
採
用
案
内
」

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
湯
浅
税
務
署
総
務
課
☎
6
3
‐
5
3
5
1

税 

金

◆
◆
◆

ご
自
分
の
土
地
・
家
屋
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る
土

地
や
家
屋
の
価
格
な
ど
に
つ
い
て
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
へ
の
登
録
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

●
縦
覧
期
間

4
月
1
日（
金
）
～
5
月
31
日（
火
）

※
吉
備
庁
舎
開
庁
日
・
時
間
に
伴
う

●
縦
覧
場
所
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

※
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、土
地
（
宅

地
な
ど
）
の
価
格
の
下
落
修
正
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
登
録
価
格
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
縦

覧
期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
日
後
3
カ
月
ま
で
の
間
に
限

り
、審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
固
定
資
産

課
税
台
帳
閲
覧
期
間

4
月
1
日（
金
）

～
平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）

※
吉
備
庁
舎
開
庁
日
・
時
間
に
伴
う

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み
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お知らせお知らせ

制 

度

◆
◆
◆

景
観
形
成
支
援
制
度

有
田
川
町
景
観
計
画
に
定
め
る
景
観
重

要
地
域
な
ど
に
お
い
て
、
良
好
な
景
観
形

成
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
景
観

形
成
支
援
事
業
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

○
地
域
の
景
観
に
配
慮
・
工
夫
さ
れ
た
工

事
ま
た
は
修
繕
に
対
し
て
助
成
す
る
修

景
助
成
事
業

○
区
域
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
お

よ
び
空
き
建
築
物
の
除
去
・
活
用
に
対

し
て
助
成
す
る
空
き
家
除
去
活
用
事
業

○
地
域
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
景
観

形
成
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
活
動
助

成
事
業

な
ど
景
観
重
要
地
域
な
ど
で
定
め
る
景
観

形
成
基
準
に
基
づ
く
工
事
、
活
動
な
ど
の

取
り
組
み
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

●
施
行
日
／
平
成
27
年
7
月
1
日

●
対
象
地
／
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
景

観
重
要
地
域
（
清
水
あ
ら
ぎ
島
周
辺
地

域
）

問
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設

環
境
室

問…問い合わせ　■申…申し込み

補助対象事業 補助対象経費

修景助成事業

建築物などの新築 個人専用住宅の新築に係る経費
建築物などの修景 既存建築物などの外観の修景に係る経費

工作物などの修景

住宅敷地に存する石積みの修繕などに
係る経費
田畑の石積み、土坡の修繕などに係る
経費
景観に配慮した公共工事への変更に係
る増額負担経費
垣、柵、塀の新設、修繕などに係る経
費
屋外自動販売機の景観調和に係る経費
屋外広告物の景観調和に係る経費

景観重要建造物修景 外観の修景に係る経費

景観重要樹木保護 保存のための樹木医などの診断、治療
等に要する経費

空き家除去
活用事業

空き家などの除去 放置空き家、放置空き建築物の除去な
どに係る経費

空き家などの活用 放置空き家、放置空き建築物の活用な
どに係る経費

活動助成事業

良好な景観形成に
資する活動

耕作放棄地の活用に係る経費
景観阻害解消のための活動経費
学習会、先進地調査などに係る経費
伝統行事の継続に係る経費

景観重要地域の指
定、景観づくり協定
締結のための活動

学習会、先進地調査などに係る経費

組織の運営に係る経費
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重要文化的景観の選定中出の範囲
蘭島■■■■■■■■

凡例

●蘭島景観重要地域（航空写真）



お知らせお知らせ
屋
外
広
告
物
の
許
可
申
請

屋
外
広
告
物
は
、
身
近
な
情
報
手
段
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
街
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
す
る
た
め
に

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
ら
ん
す
る

と
、街
の
景
観
や
風
致
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
和
歌
山
県
で
は
良
好
な
景
観

の
形
成
、
ま
た
は
、
風
致
の
維
持
お
よ
び
公

衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

屋
外
広
告
物
が
適
正
に
掲
出
さ
れ
る
よ
う
和

歌
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
ル
ー
ル
を

定
め
て
お
り
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
際

は
町
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

和
歌
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
詳
細
に

つ
い
て
は
和
歌
山
県
県
土
整
備
部
都
市
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
pref.w

akayam
a.lg.jp/prefg/080900/

index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
吉
備
庁
舎
建
設
課案 

内

◆
◆
◆

「
空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー

わ
か
や
ま
」
の
設
立

近
年
、
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
空
き
家
・
荒
れ
た
土

地
・
使
用
し
て
い
な
い
建
物
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
ミ
チ
ル
空
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
わ
か

や
ま
を
開
設
し
ま
し
た
。
空
き
家
所
有
者

な
ど
の
方
の
相
談
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
空
き
家
の

管
理
・
売
買
・
賃
貸
・
解
体
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
体
制
を
整
備
し
、
県
下
全
域
を

対
象
と
し
て
空
き
家
に
関
す
る
無
料
相
談

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
に
関
し
て
お
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
ミ
チ
ル
空
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
所
内
空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー

わ
か
や
ま

☎
0
7
3
‐
4
2
7
‐
6
0
7
0

F
A
X
／
0
7
3
‐
4
8
8
‐
7
4
5
0

※
10
時
～
19
時
（
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

メ
ー
ル
／info@

m
ichiru-space.jp

献 
血

◆
◆
◆

4
月
の
献
血

●
4
月
8
日
（
金
）

・
有
田
川
町
消
防
本
部

　

吉
備
金
屋
消
防
署

　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

・（
株
）
松
源
吉
備
店

　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

問…問い合わせ　■申…申し込み

お手持ちのスマートフォンや
タブレット端末からアプリ「i広報紙」で
より簡単に「広報ありだがわ」が
ご覧いただけるように
なりました！

▶最新号の「広報ありだがわ」を納品日に端末に通知します！
▶詳しくは「広報ありだがわ」2 月号・有田川町ホームページ・
　有田川町公式フェイスブックをご覧ください！

編集後記
今月号の表紙は駅伝大会。直前

まで、今年も雨なのでは…と心配す
る声も上がっていましたが、当日は
暑いくらいの天気に。3月13日に
行われた生石の山焼きも天気の心
配をしていたものの、夕方まで雨も
降らず。もしかしてわたしって晴れ
女なのでは？と思う西岡でした。
（春になって気持ちも晴れ晴れ　西岡紗希）
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月 火 水 木 金 土 日
1
□棚田ウォーク

in あ ら ぎ 島
2016 申込み

　受け付け締め切り
　【産業振興室】

2 3
□さくらまつり
　（しみず温泉あさぎり）
　【産業振興室】

4 5
□ 10 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

6
□春の全国交通

安全運動期間
　※15日まで
　【総務課】

7 8 9
□おはなしマラソン
　（金屋図書館）
　【金屋図書館】

10

11
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】

12
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】
□おひざでだっこ

おはなし会
　（金屋図書館）
　【金屋図書館】
□子どもを守る日
　【社会教育課】

13
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】
□ 3 歳 6 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

14
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】

15
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】

16
□棚田ウォーク

in あ ら ぎ 島
2016

　【産業振興室】

17

18
□ぴありんくる
　（金屋文化保健センター）
　【包括支援センター】

19 20
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】
□ 1歳 6 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

21
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】
□ブックラザ
　（金屋図書館）
　【金屋図書館】

22
□狂犬病予防接種
　【環境衛生課】

23
□ tupera tupera

とワークショップ
みんな街をつくろう

　（地域交流センターALEC）
　【地域交流センターALEC】

24

25
□集団検診
（日物川コミュニティ
センター・東大谷生
活改善センター）
　【健康推進課】
□水道・下水道
　お支払期限
　【水道課・下水道課】

26
□集団検診
（旧北小学校・西
ケ峯コミュニティ
センター）
　【健康推進課】
□ 4 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

27
□いきいき脳の
　健康教室
　（金屋文化保健センター）
　【包括支援センター】
□ 2 歳児健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

28 29 昭和の日

□職員採用説明会
in ALEC

　（地域交流センターALEC）
　【地域交流センターALEC】
□生石山山開き
　（生石高原）
　【商工観光課】

30 5/1

2 3 4 5 6 7 8

4月のありだがわ 4月と言えば入学シーズン。しかし世界的にみると、新
学年のスタートが4月である国はまれなんだそうです！
各イベントの問い合わせは、【】内の担当まで
ご連絡ください。

11日〜15日、20日〜22日
の狂犬病予防接種の場所などは
先月号の広報ありだがわ・町ホー
ムページに掲載しています。
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は
打
ち
欠
か
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
暦
1
月
24
日
に
あ
た
る
3
月
2
日（
水
）、
13
時
頃
か
ら
区

民
の
方
々
が
参
集
し
、
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
②
）。
会

式
は
、
祝の

り

詞と

や
般
若
心
経
を
唱
え
た
後
、
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
写
真
③
）。
会
式
自
体
は
非
常
に
簡
素
な
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
幾
世
代
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
き
た
伝
統
行
事
の
継

続
は
、
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
保

つ
意
味
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
三
田
区
で
は
、
4
月
16
日（
土
）
13
時
30
分
か
ら
蔵
王

権
現
社
に
お
い
て
会
式
と
大
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。
春
の
重

要
文
化
的
景
観
地
区
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

駐
車
場
は
、三
田
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
か
ら
蔵
王
権
現
社
ま
で
約
10
分
で
す
。

愛
宕
神
社
は
、
三
田
区
中
谷
地
区
の
西
側
の
尾
根
に
あ
り
、
旧

三
田
小
学
校
北
側
の
山
道
を
5
分
程
登
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

愛
宕
神
社
は
、
か
つ
て
は
地
区
の
花
見
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
あ
ら

ぎ
島
や
清
水
地
区
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
晴
ら
し
の
良
い

場
所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
木
々
の
成
長
に
よ
っ
て

眺
望
が
遮
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
①
）。

御
神
体
は
、
京
都
愛
宕
神
社
の
本ほ

ん

地じ

仏ぶ
つ

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

勝し
ょ
う

軍ぐ
ん

地じ

蔵ぞ
う

の
石
仏
を
お
ま
つ
り
し
て
お
り
、
火
除
け
、
防
火
の

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
勝
軍
地
蔵
は
勝

負
必
勝
を
願
う
武
士
の
信
仰

を
集
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
ば
く
ち

を
打
つ
人
々
が
石
仏
の
一
部

を
打
ち
欠
き
、
財
布
に
入
れ

て
い
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
か
こ

の
勝
軍
地
蔵
の
上
部
や
側
面

三
田
区
愛あ
た

宕ご

神
社

そ
の
45

①

②

③

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌

山
県

有
田

郡
有

田
川

町
下

津
野

2018 -4
●

有
田

川
町

役
場

総
務

課
　

TEL 0737−
52−

2111（
代

）
●

E
-m

ail　
aridagaw

a@
tow

n.aridagaw
a.lg.jp

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
U

RL　
http://w

w
w
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n.aridagaw

a.jg.jp
広

報
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り
だ

が
わ
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